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系と呼ばれる多くの第四紀活断層が存在することはすでに 1912 年頃に指摘されていたが、これら 
断層系の全体像が明らかになったのは、比較的最近の詳細な地形・地質学的調査（１）によるもの
であった。この跡津川断層は東北端の立山付近より真川－有峰―太多和―跡津川―高原川―宮川―
天生峠―白川へ至るENE―WSW の走行を持ち延長約 70 km に達する。この断層沿いの地形のずれ
は中央部の高原川付近で最大約 3 km に達し、明瞭な川の屈曲を見せている。跡津川断層の北方約 6 
km にはほぼ平行して走る同程度の長さの牛首・亀谷断層が存在し、さらにこの間には両者を斜め
に結ぶように茂住・佑延断層が走っている。またこれらの断層の西南端には、ほぼ直交するように























地震観測所の 3 観測点（高山、焼岳、高根）との間でテレメータによるローカル・データ交換を   
開始し、1980 年 4 月からは 7 観測点によって飛騨地方北部一帯の地震活動状況を把握できることと
34 
 
なった。さらに 1985 年から始まった第 5 次計画中の「日本海沿岸総合観測研究」によって、石川県
七尾、宝立 2 観測点と富山県朝日観測点を増設し、能登半島と富山湾周辺の地震活動もあわせて  




14、16）を図１に示した。この中にはこの約 6 年間中に発生した 1<M<5 の地震 5864 個の震央が含
まれる。これらの地震の震源決定には、この地方の平均的地殻速度構造をもとに、非線形最小二乗
法が用いられた(6、16)。震源位置の精度は観測網の中心から半径 25 km 以内では水平方向に 1 km、
深さ方向で約 2 km 以内、中心から 25～50 km の範囲ではそれぞれ 1.5 km と 3 km 以内であった。 
 























地理院による測地測量(1990)により、中央部では年間 2 mm 程度のクリ－プが見出されたことから、
これがここでの地震の活動度に影響している可能性も考えられる。 
一方、これらの地震発生の深さの下限は、跡津川断層中央部の下では約 15 km、断層西端の天生   
付近で約 10 km、東端の黒部付近で約 8-10 km と両端で浅くなっており、これが断層面の深さを示
すものと解釈されている。またこの深さ分布は地表面にほとんど垂直か、断層の西端付近ではやや
西北側に傾斜しており、これがこの付近の断層面の傾斜を示すものかも知れない。これに対して、





 このことはこの地域で行われた 3 次元速度構造の研究によっても支持される。高精度の地震観測 
データのインバージョンによる広域の地殻・上部マントル構造の研究では、飛騨地域は周辺地域に  
比べてやや低速度で、飛騨山脈を含む地域の地殻部分の P 波の平均速度は 3.5～7 %程度小さく、  
上部マントルでは-3～4 %の低速度層が約 150 km の深さまで入り込んでいることが示された(18)。
次いでこの地域の上部地殻の 3 次元構造をさらに詳しく調べるために、上宝観測網 8 点、北陸観測
網 2 点、名古屋大学高山観測網 4 点、東大地震研・信越観測網 2 点の合計 16 観測点で観測された
204 個の地震による約 2、200 個の P 波走時の同時インバージョンが行われた(17、 21)。この結果、
飛騨山脈の西縁付近から跡津川―牛首断層の西端付近まではP波速度6.0～6.2 km/sの硬い層が少な
くとも深さ 12 km 程度まで存在すること、飛騨山脈中軸部と西南端付近では上部から約 10 km の深
さまで 5.6～5.8 km/s のかなり遅い速度層が存在し、火山活動による高温状態を示唆するとともに、
白山を含む西部の両白山脈の上部地殻も同様に低速度層に覆われていることなどが明らかになった。 




地震を発生させた最大主応力は ESE-WNW 方向にあるが(14,16)、このパターンはこの時点までに   





 跡津川断層周辺と飛騨山脈を含む飛騨地方一帯の地震活動の観測はその後も継続され、2000 年 
以後は Hi-net 観測点を含む観測データが京大防災研（宇治）と気象庁へも送られて集中解析され、





として、最近では“歪集中帯”と呼ばれて注目されるようになった。2004 年から 2008 年まで跡津川
断層を中心とする地域では、さらに GPS 観測(26、27)や多点合同地震観測(28)はじめ多くの研究機
関による総合的調査研究が行われた。これらの新しい観測結果については、最近の“Geodynamics of 
Atotsugawa Fault System” (29)にまとめられている。 
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